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 研究成果の概要（和文）：                               

                        の                 

開発  こと 目 と  。 

 ダ ス・セ ピ  成     で多用され 即興 身体表現 中心と       ・  

  試作  参加前後の気持の変化と行動の変化の連動 検討  系統だ  身体表現 即興表

現の経験が         行動 変化 及ぼ 可 性 検証  。 

 

研究成果の概要（英文）：Through physical activities such as improvisational body 

expression and dance, we studied the relationship between the experiences of physical 

expressions and creative attitude or acceptance in communication of future social workers. 

We proved that meeting various individual body expressions effected on moods state and 

self concept and we developed educational programs using improvisational activities 

inclusive dance expression which are effective for intersubjective understanding. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

代表者八木は身体表現 手段と  心理

療法と  のダ ス・セ ピ の研究 取り

組んでき 。先行研究「ダ ス・セ ピスト

 成カリキ   の      教 への

応用    研究」(平成 18-19 年 萌芽研究

（課題番号 18650172）)ではドイツのダ 

ス・セ ピスト 成カリキ   の中核 占

   からだの在り方 気づき 非言語  

        評      う  の

ダ ス・セ ピ の課題学習  入    

  者 成      実施  参加者の学

びと身体性の認識 影響 与え 要因 つ
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  検討 行  。その中で 社会 急務と

  再構築されつつあ  社会  士の 

成教 では 「基本           

等 含  社会      が学生個々人

 身 つ よう 具体    場面 想定 

 実   （    レイ  等） 実施 

 」（厚生省通  厚生労働省 1998）こと 

      もかか らず  成現場では 

どのよう     レイ  ればよ のか

と う具体  教え方  実際の     

—    用   法 つ   さら 研修

が必要と感じ   と う現 が明らか 

   。このことから 社会  士の 成教

  お              扱う

授業内容の一つと   身体表現 用  方

法 案出  相談  の体験    貢献 

 こと 目  こと   。 

 

２． 研究の目  

 

「即興 身体表現」   活用  学習 

より                  

           支え   肯定感

等が促進され 事 明らか   これ 実現

    の              

   開発  こと 目 と  。 

 

３． 研究の方法 

 

 研究は以下の柱 より進 られ 。 

① ダ ス ダ ス・セ ピ  心理劇   

    教  おけ 「役割演 」「即興

表現」と      法の要点の研究 

② 効果測定の  の評 尺 の選定と試作 

③ 「即興 身体表現」   活用  効果 

                 の

提案と効果測定 

（１）         作成の  の基本

 枠組みの検討 

      者（日本社会事業大学「  

  演習」担当者２名）からの聞き取り ド

イツ・ダ ス・セ ピスト 成     参

与観察 文献研究 あ せ 即興表現  で

目  べきもの   方法の要点 抽出  。 

即興 身体表現 よ 交流の体験と   

        の 係 探 キ ワ ド 

抽出      社会  学初学者であ 学

生と  現場経験者 対象と    リ  

実験 ろう者・日本語の         

 が  も  は乏  ナイジェリア人 オ

 スト リア人・ドイツ人とのダ スワ ク

  ッ と これ 続 イ タビ   行 

 。教員 成課程の学生 対象と  同様の

ワ ク  ッ  行  イ タビ   行 

 。 

（２）効果判定の  の尺  

 身体表現 対    効 感尺 の作成

 試み 。 

   効 感とは， 身が結果 生み出 行

動 成功裏 遂行でき か否か    確

信であり(Bandura, 1977)，どのよう ひと

が 分 身 感じ か 考え か 動機づけ

 か そ  振舞うか 決  とされ   

（Bandura, 1994）。その有用性は 所与の活

動の開始 持続 促 （Sherer, et al., 

1982; 1983） ま 学業 お  は 学生の

取り組み 対  予測と説明 可    

と う点で 研究者 教 実践者 注目され

   （Bong, 2006）。スポ ツ どの身体

      効 感尺 と  は 身体性 

 効 感尺 (Ryckman, Robbins, Thornton, 

& Cantrell, 1982)が多 の研究で参考とさ

れ   。本研究では 身体性  効 感尺

  構成  身体  と身体表現への効 

感の２因子  非言語 身体表現 用  活

動 使用でき 表現 改  そこ ダ ス・

セ ピ と相談  両方  要であ 身体

への気づきと う観点 加え ３因子から

  身体表現活動 おけ   効 感尺 

の作成 試み 。身体   身体表現 身体

への気づきから  項目 8 項目ずつ計 24

項目作成  。身体  と身体表現    

は 既存の身体性  効 感尺  参考  

(cf. Rackman, et al., 1982) 身体への気

づき    は 演劇教 の専門家 1名 ら

び 心理学の専門家１名と内容  妥当性

 吟味  。 

 ま    対処  と   とされ 「セ

 フ・  タリ  」の  測 「セ フ・

  タリ  ・ス    (Snyder（1974）が

開発。25 の叙述文から  )」 臨床心理 

教 の場面で用 られ 事の多 「  肯定



 

 

 イ ベ トリ （Coopersmith(1967)が開

発。伊藤博が日本語 翻案 50 項目から 25

項目 短縮  ） 」 用  ワ ク  ッ

 前後の変化 とらえようと  。補    

身体画 描  もら  ボ ィ・イメ ジ 

含    意識の変化 追う事   。後 

述べ 試作      参加      

と 主 言語  働きかけ 中心と   身

体 活動の割合が低       参加 

   ト        同様の調査  

 事   。 

（３）        の検討 

 当初 45 分 単位と        検討

  が 教   は「 入−主活動−振り返り」

と う構 が必要であ 事から主活動がお

おむね 45分と  よう 60 分      

８種類考案  こと   。 

 ダ スセ ピスト 成教 の専門家であ

 Dr. Elke Willke  らび 相談    教

 の専門家であ 蒲生俊宏 三岳貴彦とそれ

ぞれ研究会 行  即興 身体表現 中心素

材と       の内容および構成 つ

  アドバイス 求  。 

 

４． 研究成果 

 

（１）    レイ 

 社会       お      係と

は「  と感情 よ  動  相互作用」で

あ （バイステック 尾崎 他訳 1996: 17）。

人間同士の結びつき あつかうこの問題 

考え  あ    「身体性」 基づ  人

間理解は 要 要素であ 。    レイは

元来 心理療法の一 法と  発生  「心

理劇」 由来 持つ。心理療法では    

 レイは共同  役割行動の変容 はか 

方法で その役割  セス お  は   

   感情解放が体験され り 発性が促

進され り  こと   。 

 厚生省通 では専門         

   の伝達の  の道具と  位置づけ

られ   (厚生労働省 1998)。 

  山和女は社会  教  おけ     

レイ 一つの教授法であり   であ と 

   。演習の目 は  係性の説明 社会

  の理念の理解 ソ  ャ ワ クの原則

の理解 ど多彩でありう が ｢『演じ こと』

 遂行させ のが    レイ  の主  

機 では  （日本社会  士 成校協会 

2003）｣。    レイの中で 体感と   

「相手の動き 対   分で感じ こと 考

え こと 行動  こと 反応  こと そ

   相手との相互作用」 ど ありのまま

 観察  場 確保  こと よ   意識

  思 起こ ことが ければ記憶の底 埋

もれ    かも れ  一瞬の反応  深

 意味のあ こと 気づかされ 。 

 このよう  社会  相談  の領域では 

    レイは 要 トレ    方法 場

合 よ  は介入方法の一つと  評 さ

れ き 。その大き 理由の一つは    

 レイ よ トレ    が 多様性 配慮

     高  機  持つからで 多様性

 配慮  事は 危機介入  と     

  (Okitikpi ら 2000, Okitikpi and Aymer, 

2000)。 

多様性トレ    の手法と  の  

  レイでは 英米独日 どで ク イエ 

ト役 ソ  ャ ワ カ 役 観察者と う

設定が最も頻繁 用 られ 理解が深ま と

され   （Virag 2011）。 

（２）身体 即興表現 用      レイ

 行う意味と  の要点 

 神経科学の見地から ダ ス 身体運動は

「固有受容感 proprioception」と強 結び

つ     運動 つ  の   イメ ジ

 得 とそれだけで 身体感 は神経系 通

  脳 も身体内部 も働きかけ  分と 

う感   醒させ 。実際の動きが伴うとこ

れが更 強化され 他者ととも 行う動きで

はこれがより深 意識 刻印され   

(IADMS and Glenna Batson, 2008)。 

 つまり 即興 身体表現は常 変化   

  対応  存在と  の  の概念の見

直 が常 行 れ続け 場と  。  が 

  即興 身体表現 活用      レイ

  入  と 多様性への意識と合 せ  

身体   概念と身体 他者理解の強化と

 う 要 柱 盛り込む事ができ 。 

 相談  の専門家へのイ タビ   通

じ  予定があり がらも個別の 由 反応

 引き出  これ 積み上げ 事で所期のテ



 

 

 マ 迫 ことができ のが良   であ

 と う事が分か  。同様 ダ ス・セ 

ピ の専門家 よれば 小さ 試み 実現で

き 環境づ りの     だ 由 試みさ

せ と うのでは   条件 課 ことが有

効と  事があ 。ま  動きの内容 つ 

 考え  ら 系統発生 個体発生  ぞ 

よう 体験させ 事ができ と 個別性と共

通性の理解 結びつけ   事が分か  。 

 以上から 本研究で目       の効

果は ①  の道具と  の   対象と 

 の他者 身体で感じとり働きかけ 試行

      通   受講者が身体への注目

 意味 感じ よう   こと ②多様性理

解の  の「 分  ろうと  」「他人 

 ろうと  」   「         

 対処 ようと  」   身 つけ こと

が期待でき      であ 事と  。 

（３）試作      

 他者ととも 即興 身体表現 展開  

活動 は身体接触  視    タクト・イ

   ヴィゼ    とダ ス・セ ピ の

中で伝統  活用され     リ  の

 法 どがあ 。前者は   意識 身体意

識が不安定 受講者 と  敷居が高  活

動への 入 時間がかか 。ま   心の扱

 方 ど 段階    でき   が必要

と  。そこで 比較 容易 取り入れ 事

ができ うえ     レイと  の枠組み

 作り    模倣 主活動と  後者  

短時間でも毎回の      取り入れ 

事   。ま  からだ気づき 促進  「呼

吸法」も同様 毎回取り入れ 事   。 

 次 主活動と    然 身体運動 つ 

 のイメ ジ 持ち     「動きの系統

発生」 画材 活用  事で身体運動と相手

との り取りが視 化され記録され こと

と  「落書きダ ス」と「リレ 書道」 

タイト  吹き出 作り どで言語化 よ

 認  影響 考慮  「未完成の彫刻（彫

刻の森）」 強烈 感情の解放とイメ ジの共

有 目  「ティッ  大作戦」 からだ気

づき 促進 つつ一つの課題からイメ ジ

の多様性 引き出 「 聞紙」「カ ド 引

  動こう」の７つ 試作  。 

 これら 体験  前後で行  効果測定

では 次のよう 事が明らか され 。 

（４）効果測定 

① 身体表現活動 おけ   効 感尺  

 身体表現      効 感の概念 記

述  24 項目から因子分析の結果 各 5 項

目から   3 因子構 が得られ 。第 1 因

子 は 「 分の身体の動き 客観  感じ

取 ことができ 」 「 身の身体の動か 

方の特徴 意識でき 」と   身体感 へ

の気づき 想定  項目が集ま  。そこで

第 1 因子 「身体感 の把握 対   信」

と命名  。第 2 因子    は 「初対面

のひと 前   も 普段どおり行動でき 」

 「緊張    も萎縮せず 動 ことがで

き 」「全身 使  気持ち 表現でき 」

と    身の表現     信 構成 

 項目が集ま  。α係数 よ 内 整合性

も高  第 2因子 「身体表現 対   信」

と命名  。第 3因子 は 長時間の活動 

身体の丈夫さ 俊敏さ    項目が集ま

  。その   第 3因子 「身体   対

   信」と命名  。 

 各因子のα係数は ずれも.80 以上と高 

  示  内 整合性と う観点から十分 

信頼性のあ 因子から  尺  作成  

と言え 。 だ  第 1因子と第 3因子の相

 係数が  高 。 

 以上の結果から 即興 身体表現    

 レイと   よう 非言語表現 使用 

 活動 必要とされ 3因子 備え 高 内

 整合性 もつ身体表現      効 

感尺 のひ 形が作成され 。今後は 各因

子の区別 は きりさせ よう 文言 改

訂  上 基準 連  妥当性検討 含  

さら  検討が必要であ 。 

 ま  この尺  用  評定結果からは 

      あ  は 特 「身体感 の把

握 対   信」と「身体表現 対   信」

 高    が求 られ と考えられ 。 

② セ フ・  タリ     

 調査開始時点の試作     群と対象

群ではセ フ・  タリ  得点の平均  

有意 差は認 られ か  。 

 試作     群では セ フ・  タリ

  の評定 が 下位項目であ 「外交 演

 性」で ずか 減少  「他者 向性」「 



 

 

 主張性」「評定合計」では増大  が 統計

  有意 変化では か  。 だ 「他者

 向性」の変化 つ  は t–検定では約

4.5％ Wilcoxon符号順位和検定では約６％の

棄却率であ ことから 体験の前後で 参加

者はより「他者 向」 セ フ・  タリ 

 特性 示 よう    き 可 性があ 。 

③ ク パ ス ス・伊藤博の  肯定感評

定尺  よ 効果測定 

 下位尺 は「一般   」「仲間 係での

  」「家庭場面での  」「学校場面での 

 」であ  。  ト   群（    演

習群）は 即興 身体表現とは    言語

 よ  りとり 基調   演習形式の授

業 参加  が   者の資質 職業倫理 

つ  考察 深  演習であ  。その前後

での  肯定 イ ベ トリ 得点  有意

 差は認 られ か  。 

 一方 試作     群 つ  は 参加

前と後の比較では 「一般   」    

肯定  「仲間 係での  」    肯定

 が有意 改善  全体の合計ス アもこれ

 受け 有意 増加  。 

 試作     群 つ  は 継続  参

加  こと よ 効果 検討      開

始前 中間時点と最終回 同様の測定 行 

 。 

 「家庭場面での  」肯定 は常 有意 

増加 見せ ほか 「一般   」肯定 と

「仲間 係での  」肯定 では有意 増加

 見せ 期があ  。 

 他者と   対  信頼感と    対 

 有 感 持つことができ  者は   肯

定感 高 保つことが困難で   表現場面

でも些末 ことへのこだ り 表現への不安

が認 られ と  れ 。青年期の不信 恥

ずか さ   肯定 の低さは青年期特有の

 我の揺らぎと      と考えられ そ

う  時期  仲間 係 おけ   肯定 

が高ま  こと は  があ と考えられ 。 

④ 気分調べと身体画 

（ア）試作     参加の前後で 疲れ 

抑うつ 混乱と   否定  気分 緊張が

減り 明澄で リ ックス   あ  は活

 あふれ と   肯定  気分 変化  。

ま 「活動の満足 」   らず   きり

  感じ リ ックス  感じが高ま  。

ま  開始時の気分が 両群で       

比較 満足 が低 人 ち お  は 元々

持    否定  気分が改善され 。 

（イ）試作     の前後で描かれ 「身

体画」は「横幅」が広が 傾向 みせ 静 

身体から 両手 上方 広げ 表現 脚 広

 開  表現 ど よ  幅が広が  動 

身体の表現へと変化  。 

（ウ）「身体画」の「顔の表現」は よりポジ

ティブ 推移  傾向があり 顔の描写 表

現され 肯定感情が増加  。 

 これらから 気分が改善  のと同時  

ボ ィ・イメ ジが拡大 ダイナ ック  

 と う試作      よ 効果が確認さ

れ 。さら  身体画が  認識の表現であ

 と  前提 立ち 試作      通 

  参加  大学生達の  肯定    の

身体 表現 対  肯定 が高ま    こ

とが確か られ 。 

（５）まと  

   の身体 感じ取 こと ま    感

じ取りつつ他者と   ことが強調され 

試作     とそれ 続  ェアリ  

は 感   多様性・個別性 経験  相互

 係への動機づけ 高  上で効果が高 。

これらの     は 文化  多様 人々

と出会  まずは感   この人 ちの視点

 立とうと  事ができ   の教  有

効であ 。 

 参加者の言語  振り返りと共 これら 

より子細 検討  こと より 数 処理で

は見逃   まう個々人の傾向 把握  方

法の確立と より総合   見 得られ も

のと展望  。 

 今後は オ          条件 交

えず 純粋 即興 身体表現のみの体験内容

 抽出  方法 開発  この中身 検討 

 事 より 特定  研究 進   き  。 
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